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小論文【問 1】 受験番号  

（１）原子力発電所再稼動に関する以下の記事を読み、今後の環境・エネルギー問題についての

自分の考えを、課題点を挙げた上で 600字程度で論じなさい。 

 

『経団連、日本商工会議所、経済同友会の経済 3団体は 28日、原子力発電所の早期再稼働を

求める緊急提言をまとめ、発表した。東日本大震災以降の電気料金とエネルギーのコスト増

加が、企業の新たな設備投資や雇用の拡大を妨げていると指摘。再稼働しなければ「持続的

な経済成長の実現が困難になる」と訴えた。地球温暖化対策税の抜本的な見直しも要求した。 

現在、九州電力の川内原子力発電所（鹿児島県）1、2号機をはじめ、全国にある 11原発 18

基が再稼働に向けて原子力規制委員会の安全審査を受けている。 

3団体は提言で「現下の最重要・最優先課題は、低廉・安定的な電力供給の早期回復だ」と

強調、政府が 6 月にまとめる新たな成長戦略や経済財政運営の基本方針（骨太方針）に再稼

働の重要性を書き込むよう求めた。 

原子力を火力で代替する負担が年 3.6 兆円に上っている現状を踏まえ「再稼働のプロセス

を加速すべきである」とし、安全性に配慮しながらも、規制委の人員体制の強化や審査期間

をより明確にするよう求めた。 

石油製品や原油などの取引に応じて課税する地球温暖化対策税（環境税）は「抜本的な見

直し」を求めた。税収の使い道に無駄や非効率を指摘する声が多いことが背景にある。今年

4 月に続き、2016 年に再増税を予定しているが「むしろ税率の引き下げを検討すべきだ」と

強調した。』              （2014年 5月 28日・日本経済新聞・電子版） 
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環境・エネルギー 

工学専攻 
小論文【問 1】 受験番号  

（２）以下の各問に答えなさい。 

 

(a) 環境・エネルギー工学分野において、あなたが最も重要と考える研究課題を理由とともに

簡潔に説明しなさい。 

 

(b) 前問(a)に関し、研究目的、解を導き出すまでの方法（または手順）、期待される結果、考

察の視点などを含めた研究計画を説明しなさい。（500字程度） 
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